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本論文はマイクロスイッチの機構，材料，接点現象および、電気的諸特性について総合的に研究した

結果をまとめたもので，緒論， 4 編および総括よりなっている。

研究の目的と意義をのべた緒論についで，第 1 編では機構に関する研究を述べ，マイクロスイッチ

として、す早い動作、を得るための最適条件を機構上から解析し，概念的にしか定義づけられなかっ

たスナップアクションの意味を数量的に把握し，明確にしている。その結果マイクロスイッチの特性

をスナップアクションの面から数種に層別し，操作速度による適正選択を可能にするとともに，これ

まで困難とされていた超微速度操作に対しても， 2 重スナップアクション機構の開発によって，理想

的動作の実現に成功している。

第 2 編では，機構材料に関する研究を述べ互に関運した問題点をもっベリリウム銅とフェノーノレ樹

脂を中心に検討を加えている。すなわちマイクロスイッチのケース，カパ(フェノー jレ樹脂成形品)

から放出されるアンモニアによって生じるべリリウム銅製可動片内の応力腐食割れと，光弾性実験に

よって求めた可動片内の応力分布とを対比させ原因を明らかにしている。これらの結果から無アンモ

ニア成形材料の開発指針を与え，これを NA 材と命名， これによって応力腐食割れの問題を解決し

たと述べている。

第 3 編は，接点での一般的諸現象に関する研究を述べている。まず実用材料を用いた接点での消耗

移転，溶着の実体をしらべたのち，接触抵抗と接触力の定量的関係，接触抵抗の頻度分布などを明ら

かにし，さらに接点解離エネノレギについては，新しく開発した測定装置による実測値を， Holm や鳳

の理論と対比している。そのほか消弧，接点温度上昇についても言及している。

第 4 編は，電気的特性と負荷しゃ断能力について述べ，電気的定格決定の要因である接触信頼性，

負荷とアーク特性による寿命の関係，通電時の温度上昇などの総合特性を理論的に，また新しく開発
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したミス測定装置などによって実験的に検討し，マイクロスイッチの適用指針を与えている。

総括では以上のことがらをまとめている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，マイクロスイッチの機構，材料，接点現象および電気的諸特性を総合的に研究し，幾多

の新知見を得，それをもとにした新しいマイクロスイッチの開発についてのべている。

とくにマイクロスイッチとして必須の機能であるスナップアクションの定量的把握，機構部品の損

傷，マイクロスイッチ特有の接点現象などの実体の把握とその対策など，マイクロスイッチの設計に

ついて重要な指導原理を明確に示している。

以上の結果はマイクロスイッチの理論体系ならびに使用条件の確立に対し，重要な指針を与えるも

のであり， したがって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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